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一戸 稔 氏に国際文化名誉賞
石橋信義

現 日本線虫学会の前身 日本線虫研究会の

第 7, 8及 び 9期 会長であつた一戸 稔 先

生には、昨年米国に本部がある人名録協会

とい うようなところから、国際文化名誉賞

が贈 られました。これは私達の線虫学会に

とつても大変名誉なことでした。
一戸先生

は知る人ぞ知るダイズシス トセンチュウの

名付け親で、その功績は世界に広く知られ

ています。大豆はアメリカでは主要農産物

ですから、その被害の元凶となるものを突

き止めたことは大きな功績でしょう。
一方、

その大豆の殆どは日本人の腹に入るのだか

ら、これまた日本にとつても大きな功績で

あることに差異はありません。
一戸先生は

この受賞の前には、1989年米国に本部が

ある国際線虫学会 (SON)か らFellow

Awardを 受賞されています。その推薦文に

は日本の線虫学の父と称されています。ま

さにそのとお りで、シス トセンチュウばか

りでなく、ネコブセンチュウ、ネグサレセ

ンチュウなど多くの重要な植物寄生性線虫

を研究され、私達後輩を指導してくれまし

た。そのお陰で今 日の日本の線虫学がある

と言つても過言ではありません。最近は研

究から退かれましたが、FF2″/θ姥/α ゴ ナ

c′″夕sの命名にいたる苦労話を聞かせても

らいましょう。



大豆線虫を新種に記載した頃

の私
―戸 稔

昨年 9月 、米国Raleigh、NCに 本部のあ

る Amcrican Blographical lnstitutcより国際

文化名誉賞 (IntematiOnal Cultllral Diploma

of Honor)を贈られました。実はこれが、

どなたが推薦 し、どんな賞であるのか、よ

くわからないままでしたが、最近、線虫学

会の重鎮 ノースカロライナ大学の 酌拭

Kcmctll R.Barkcrが、わが石橋信義元会長

のご協力で推薦されたことを知 りました。

図らずも斯学の長老から過分の賞を頂戴 し、

感激いたしております。

私が現在ダイズシス トセンチュウの和名

で呼ばれ る大豆の線虫を新種 島々/θル惚

g4阿′″Sと して発表 したのは 1952年 、そ

れから2年 後に同じ線虫がノースカロライ

ナ州のキャッスルヘーンという所に発生し

ました。そのことが縁で、私は米国留学中

の 1959年 に同州を二度訪ね、発生現地や

大学 で、Bark c r、Sas s e r、Hir s c l u l l a l u l、

Endo、Krusbergらを知ることとな りまし

た。

そんなことでこの機会に、私が大豆線虫

を新種に記載 した頃の国内外の事情を記憶

を辿 りながら纏めてみたいと思います。

昭和 24年 (1949)4月 、北大農学部応

用動物学教室の3年 目学生になった私は、

卒論のテーマに大豆の線虫を選びました。

戦後、教室で線虫を卒論にした学生は私が

最初でした。札幌の農業試験場の先輩、武

笠耕二氏のお供をして十勝の大豆畑を見に

行つた時のことです。立ち詰めの夜行列車

が石狩と十勝の国境の狩勝峠を登 り切ると、

ちょうど夜が明け、朝義の中に一面大豆の

十勝平野が開けます。それが、どこもかし

こも緑と黄色の織 りなす見事なまだら模様

で、私は目を疑い、思わず 「なんだ、これ

は !」と叫んでいました。これが私と線虫

の出会いでした。

わが国では大正4年 (1915)、堀正太郎

による福島県白河の大豆畑の発生報告を晴

矢に、新潟、茨城、北海道から報告が相次

ざましたが、いずれも植物病理学者により、

線虫に起因する大豆の「病気」として扱われ、

「月夜病」、 「月夜立」、 「大豆萎黄病」な

どの病名がつけられました。 「月夜」とは、

黄色い満月が畑一面に出現するのを症状と

して捉えた病名で、誰でも実際に一
瞥すれ

ばすぐ名前の由来が納得できます。

戦後、十勝の大豆にこれだけひどく被害

が発生したのは、戦中戦後、有機物も金肥

も手に入らず、火山灰地はやせる一方、農

家は当然のように肥料なしで大豆を連作し

たからでした。それでも、十勝の大豆作は

当時4万 町歩 (キ4万 ヘクタール)と 云わ

れ、北海道の一つの顔でした。反収も1俵

(60キ ロ)そ こそこ、今ではとても信 じ

られない低さです。

ところで、私がこの線虫と取り組んで真

つ先に疑間に思ったのは、その種名でした。

それまでの研究者は、大豆の線虫の学名 と

して挽 伽 ル紹髭力αcカガ,を用いていました

が、 これは Sdlmidtが 1871年に ドイツの

甜菜嫌地病の病原であるシス トセンチュウ

に付けた学名です。ところが北海道では、



甜菜は大豆に負けないくらいの栽培面積の

大きな作物であるのに、シス トセンチュウ

の被害はまったく見当たりません。従つて、

北海道の大豆の線虫が ドイツの甜菜の線虫

と同種であるとはどうしても思えなかった

のです。

文献を調べると、そのころ線虫関係の学

術雑誌 と言えば、イギリスから発行される

Jourllal of Helmintholo野が大学 ,試験場を

通 じて唯
一のものでした。 しかし、それも

利用できたのは大平洋戦争が始まる前年の

昭和 15年 (1940)までで、翌年戦争が始

まってからは洋雑誌の輸入がまったく途絶

えていました。しかし、幸運なことに同誌

の最後の 18巻 2/3号 と 4号 のそれぞれに

Franklin,MTの 2つ の論文 「On the identi‐

flcation of stralns of Hcサ2/θ冴夕/α sc力αc力,,

Schmidt」 、  「On the speciflc status ofdle so

‐callcd  biological  strahs  of  ガカγθ冴?/α

岡力α初ガ,Schmidt」が載っていて私を狂喜

させました。

F抑献hnの rf2″/θ姥/θ分類の考え方が分

かりました。それは一日で言つて、それま

ではHc″/θ姥″ 並力死・Zガ,しりblological su協血

として扱ってきたものを、同種との形態的

差異 をハ ッキ リさせ た上で、独立 した

speciesとして扱 うとい うものでした。逆

に言 うと、そ ういう新たな分類の仕方に先

鞭をつけたのが Framinの 論文で、発表か

ら 10年 後に私が目にした 「最新」の文献

でした。

しか し私 は 、大 豆 の線 虫の形 態 を

sc力αttrF,や他の種と比較 しようにも参考と

なる文献も材料も持ち合わせません。考え

あぐねた末、FTanklinに手紙を出すことに

しました。宛先は論文に書いてあるので分

かりますが、手紙と言つても今のような航

空便があるわけではなし、だいいち敗戦国

日本から船便が首尾よく英国に届けられる

かどうかさえ危ぶまれた時代で、私は半信

半疑で初めて英文の手紙と言 うものを書き

ました。ついでに白状すれば 80円 の切手

代も私には大金でいつまでも忘れません。

何ヵ月か経ち Franklinから返事と一冊の

自著が送 られてきま した。本は 1951年

C姫 出版の
“
me cyst_fOrlmg species of

rFer夕″θ″″
" で

、 岡物訪ガ, のほかヤこ 御すr、

力″初″力、c/7c搾″夕など 魚姥殉虎″ の8種

が搭載され、147 ppでした。大豆の線虫に

つ い て は 、 エ ン ドウに寄 生 す る ユ

即夕所竹協惚 の章に、 「その他のマメ科に

寄生する
“
llnddcrlmed sp."」として伊藤

誠哉 (1921)と藤田勝正 ・三浦脩 (1934)

の報告を引用し、寄主範囲から言つて 「こ

の種は 評夕,littgiα″αではない」とだけ記 し

ていました (p66)。

更に暫くすると、Framinと 同じ職場の

ローサムステッド試験場の F Go W.Joncs

から5種 ほどのホルマリン漬けのシス トが

小さな管瓶に入つて送 られて来ました。

「日本の線虫をこれと比較 しよく調べなさ

い」という訳です。 日本は敗戦からまだ立

ち直れず暗い世の中でしたが、二人の科学

者が見ず知 らずの私に国境を超えて与えて

くれた無償の行為に強く心を打たれました。

この時の文献と標本があつたから大豆の種

類と比較でき、新種の記載ができました。

1952年 6月 、応用動物学雑誌 17(1/2)11‐

4に 発表した私の英文の論文は、今から考

えると不完全なものでしたが、その後、こ

の線虫の形態学的研究が H Hirschnarulに

より光学顕微鏡の限界に挑むような精細極

まる形態観察によつて補完され、更に B.

Y.Endoは 電子顕微鏡を駆使して、この種

の miCrostmcturcを余す ところ無 く解明し

ました。更に言えば、R,D.Riggsはこの線



虫の raceの問題を独 自の手法で全米を視

野に調べ上げ、わが国でも稲垣春郎により

raceの存在が明らかになりました。

考えてみれば、Fram血 と JOncsに励ま

されて始めた 50年 前のささやかな研究が、

その後も優れた沢山の研究者によつて継承

され、目を見張るような発展を遂げて来ま

した。私は私の研究がこれ らの礎になつた

ことを悦び、車窓から見た十勝の大豆畑に

遥か想いを馳せています。最後に敬称を略

しましたことをお許 しください。

こ事務局から]
第 4回 国際線虫学会議 (FiCN)参加援助

金の寄付に対するお礼

本国際線虫学会議は、この6月 8日 から

13日 にスペイン国カナ リア諸島テネ リフ

ェで開催されます。この開催に向けて、国

際線虫学会連合 (IFNS)か ら財政基盤の

弱い国から参加する線虫研究者を支援する

ために、各国の線虫学会に参加援助金の拠

出が要請されました。これを受けて、本線

虫学会としても線虫学会ニュース No.25

や メ ー リ ン グ リス トの JNEM Aと

ArEMANETJで 寄付を要請 してきましたが、

これをに対 して荒城雅昭、一戸 稔 、近藤

栄造、真宮靖治、奈良部 孝 、佐野善
一お

よび富樫一巳の各氏から合計 66,000円の

寄付金が寄せ られました。寄付をしていた

だいた各氏 に厚 く御礼 申 し上げます。

FICNの 事務局と連絡を取り、参加支援に

有効に利用させていただきます。処理につ

きましては、後 日報告いたします。

日本線虫学会議への投稿要請

本誌は年 2号 を発行することになつてい

ますが、ここ数年 1, 2号 の合併号として

の発行を余儀なくされています。会員の多

くの方々は未発表のデータや日頭発表にと

どまっているデータを持つていることと思

います。
一定の区切 りがついたデータは、

ぜひ論文にまとめ、本誌に投稿をお願いい

たします。防除法や調査法に関わる応用的

な論文も大いに歓迎 します。

線虫学会第 10回大会参加要請

第 10回大会は本年 10月 10日～12日に

つくば市で開催されます。詳細は大会事務

局からの案内にありますが、非常に内容の

濃いシンポジウム等が計画されています。

多数の参加を期待 しています。

2002年 度 日本線虫学会大会

(第10回大会)の お知らせ
大会事務局

2002年 度 日本線虫学会大会を下記の通

り開催 します。大会に関するお問い合わせ

は下記大会事務局までお願いします。

第 10回 大会を迎えることから、大会事

務局では、日本線虫学会第 10回 大会を記

念する公開シンポジウムや学会誌表紙 ・学

会マークコンテス トを企画 しています。会

員各位の奮っての参加を希望します。

1.大 会事務局

〒30}8604 つ くば市観音台 卜1-3

農業環境技術研究所生物環境安全部

線虫 ・小動物ユニット 荒 城雅昭

11到し i0298-38-8269

FAX i 0298-38-8199, 8269

E‐Mail i arachis@niaes.affrc.質o.、ip

2.日 程 (時刻は予定)

2002年 10月 10日 (木)

13:00～14:00 総 会

14:00～17:00 -般 講演、特別講演

2000年 10月 11日 (金)

9:00- 一般講演

18100～ 20:00 懇 親会

2000年 10月 12日 (上)



10:00-16:30

日本線虫学会第 10回大会記念

公開シンポジウム

「線虫と世界を結ぶ」 (仮題)

3.会 場 (案内地図参照)

1)大 会

科学技術庁 「研究交流センター」

つ くば市竹園 歩20-5

TEL: 0298-51-1331

http://1mw.mexttci,go.jp/index_j

.html

2)懇 親会

つ くば国際会議場エポカルつ くば内

レス トラン エ スポワール

3)記 念公開シンポジウム

つ くば国際会議場エポカルつ くば

中ホール

茨城県つくば市竹園 2-20-3

TEL : 0298-61-0001

http://ww、v.epochal.or.jp/

4.参 加費

大会参加費 2,000円 (学生参力口費 1,500

円)

懇親会費 7,000円 (学生 6,000円 ,8月

31日 以降
一

律 8,000円 )。

5.参 加及び講演申込み

大会参加及び講演 を希望 され る方は、

2002年 8月 30日 (金)ま でに参加費を添

えて大会事務局までお申し込み下さい。な

るべ く同封の郵便振替用紙兼大会参加申込

書 (口座番 号 :00190-2-117371、加入者

名 :線 虫学会 10大 会)を ご利用にな り、

8月 30日 (金)ま でに郵便局か ら振替を

行つて下さい。

講演を希望 され る方は、大会参加申込

書に講演の有無を明記す るとともに、講演

予稿を下記要領に従つて作成 し、郵送の場

合 8月  30 日  (谷 、 当 日消印有効)ま でに、

コピー 1部 を添えて大会事務局あてお送 り

下さい。第 9回 大会同様電子メール (添付

ファイル)に よる送付も受け付けます (8

月 30日 (金)必 着)。

6.講 演発表

講演は 1人 1題 とし、少なくとも共同発

係 線

No.1

再船軍1里回

儀番〕 理 名平

1映

写順序

表者に本会会員を含むことが必要です。講

演発表は、討論時間を含めて 1題 15分 を

予定しています。講演に使用する図表等は

35mmス ライ ド (講演 1題 につき 10枚 以

内)あ るいはOHPを 予定しています。ス

ライ ドには、光源側に講演番号 ・演者名 ・

挿入方向 (赤線)。 映写番号を付けて下さ

い。スライ ド・OHPの 別は講演要旨送付

時に送付状に明記 して下さい。講演申込み

多数の場合、ポスター発表も併せ行います。

ポスター発表希望あるいはポスター発表で

もよいという方はその旨お書き添え下さい。

7.議 演予稿の作成

講演予稿は、B5版 用紙を使用 し、横書

きで、上下左右の余白を約 2.5cmと して

作成して下さい。 1行 は 45字 とし、全体
700字 を目安として下さい。 1行 目に演者

名を記し、続けて括弧 ( )内 に所属、 1

宇空けて演題、 1字 空けて上記事項の英文

表記 (演者、演題の表記が日本語の場合)

を記載 して下さい。本文は行を改めて次の

行から始めて下さい。見本 (P.9)も 参考

にして下さい。

第 9回 大会同様電子メールによる送付も

受け付けます。この場合講演予稿は、
一大

郎または MS‐Wordで 作成し、フォン トは

MS(P)明 朝あるいは MS(P)ゴ シックを使

用して下さい。

講演予稿集は送 られた講演要旨原稿をダ

イレクトプリントして作成 します。講演予

稿集は大会参加者に会場で配布 します。講



演要旨は日本線虫学会誌 32巻 2号 に掲載

されます。   |

8.プ ログラム

大会プログラムは、本年 9月発行予定の

本会ニュースNo.27に掲載いたします。

9. 宿 デ白

大会事務局は宿泊施設の斡旋はいたしま

せん。各自手配をお願いします。会場周辺

の宿泊施設を下に紹介 します。所在地は

13ペ ージの案内地図でご確認下さい。つ

くば市内にはそのほかにも宿泊施設があり

ますが、会場と離れている施設を利用する

場合は、交通手段をあらかじめご確認下さ

い。

つくば市内宿泊施設案内

最低料金 (シングル素泊まり、サ
ービス込み、消費税別)

市外局番 0298

オークラフロンティアホテル・エポカル

竹園 2-20-1 軌 :6い7700 ¥10450

オークラフロンティアホテルつくば

吾妻 1-1364-l  TEL:52-1112  ¥10450

ビジネスホテル松島

小野崎 35 TEL:56-1191 ¥6500

ホテルグラン ド東雲
/1野ヽ商寄488-l  TEL:56-2211  ¥7001

つくばスカイホテル

小野崎 283-1 血:51-0008 ¥6000

ホテルニューたかはじ竹園店

ff壕罰2-10-3  TEL:51-2255  Y5500

ホテルデイリーイン

fワ昆1-12-4  TEL:51-0003  ¥5800

学園桜井ホテル

東新井 8-7 航 :51-3011 ¥6550

ビジネス旅館二の官
二の官 3-8-6 TEL:5外5811

2食 付きY5000?

ホテルペンション学園 ―
二の宮 21-2-5 恥L:52-8603 ¥5250

筑波マルニホテル

ニの宮 3-24-12 &L:52-0502 ¥6000

旭屋ホテル学園店
二の宮 3-24-14 TEL:55-031l Y6000

10,交 通

つくば市までは、高速バスつくば号 (東

京駅始発)あ るいはJR常 磐線 (上野駅始

発)荒 )|1沖駅またはひたち野 うしく駅下車

から路線バスをご利用ください。なお、 J

R牛 久駅から会場方面へのバスもあります

が、本数も少なく時間もかかりますので、

牛久駅では下車しない方がよいと思います。

大会及び懇親会の会場 (科学技術庁 「研

究交流センター」)は 、バスター ミナル

「つ くばセンター」から 「歩行者専用道

路」を通つて約 1血 南にあります。 「つ

くばセンター」から徒歩もしくはタクシー

を利用 して下さい。高速バス、荒川沖駅か

ら路線バスご利用で会場へ直行なさる方は、

竹園 2丁 目で下車した方が若干近いです。

JR土 浦駅からつくばセンター方面のバス

の便もあります。つくば市内には類似の名

称の施設がいくつかありますのでご注意下

さい。

1)高 速バス① :東京駅八重洲南日から
「つくばセンター」行がおよそ 10分 間

隔で出ています。竹園2丁 目またはつく

ばセンター下車。始発 6:00最 終 23:00,

1,250円 。なお、 「つくばセンター」か

ら上野経由東京駅行の便 (土曜 日は東京

駅直行)は 、早朝の便を除き、都内の交

通渋滞のため著しく遅延することがあり

ます。ご注意下さい。

2)高 速バス② :羽 田空港から 「つくばセ

ンター」行がおおむね 1時 間に 1本 出て

います。同じく竹園 2丁 目またはつくば

センター下車。始発 8:40最 終 21:20,

1,800円 。なお、 「つくばセンター」か

ら羽田空港行の便は、都内の交通渋滞の

ため著しく遅延することがあります。ご

注意下さい。

3)JR荒 )|1沖駅 :東 日からつくばセンタ
ー経由 「筑波大学中央」行と 「つくばセ

ンター」行バスが 15～30分 間隔で出て

います。竹園 2丁 目または終点下車。始

発 6:55最 終 22:11。

4)」 Rひ たち野 うしく駅 :東 日からつ

くばセンター経由 「筑波大学中央」行 と



「つくばセンター」行バスが 20～30分 問

隔で出ています。東新井南またはつくばセ

ンター下車。始発 6:55最終 21:25。

5)自 家用車 i「常磐自動車道」をご利用
の場合、桜 ・土浦インターチェンジで降

りて研究学園都市方面へ向かいます。大

会会場には無料の駐車場があり、利用で

きますじエポカルつくばにも有料の駐車

場があります。ただし大会会場の駐車場
は,10月 12日 (土)は 使用できません。
10月 11日 (金)に 駐車場を利用された

方は、懇親会の開催前にエポカルつくば

の駐車場へ移動して下さい。

以上の交通案内情報の一
部は,つ くば市

ホームペー ジの交通ア クセスのペー ジ

( h t t p : / / w w w ,  c i t y .  t s u k u b a .  i b a r a k i . _ i p

/welcome/traffic/table.htm) か,うたど

ることができます。

学会議表紙デザインコンテス

卜、学会マークデザインコン

テス トの実施について
大会事務局

日本線虫学会第 10回 大会を迎えるにあ

たり,学 会活動および日本線虫学会詰の活

性化に有効で,第 10回 大会を記念するに

ふさわしいイベン トとして,学 会誌表紙デ

ザインおよび学会マークデザインのコンテ

ス トを実施いたします。会員各位におかれ

ましては,下 記要領をご覧頂き,振 るつて

のご応募をお願いします (応募作品少数の

場合中止することがあります)。

応募されたデザインは大会期間中大会会

場に展示し,大 会参加者の投票により優秀

作品数点を選びます。優秀作品は本親会会

場で発表し,そ の制作者には記念品を贈呈

します。

2003年 第 33巻 の日本線虫学会誌には新

しい表紙が採用される予定です。会員各位

の自由な発想を生かすため,特 に学会誌表

紙についてはデザイン上の制限をほとんど

設けておりません。誌名も自由に付け変え

て構いませんし,英 文誌あるいは和文誌表

紙としての応募も受け付けます。大会参加

者の投票結果および応募作品のデザインは

尊重されますが,最 優秀作品が多色刷 りの

ためコス ト面から採用できない,英 文誌表

紙としての応募作品に和文も併記 しての発

行となる,新 誌名での応募作品を採用する

が誌名は今のままとするなどのケースはあ

り得ます (デザインに関わる変更に際して

は編集委員会から制作者に承諾をお願いし

ます)。 新 しい表紙デザインの採用は編集

委員会の,学 会ロゴマークは評議員会の承

認を経て正式に採用されます。誌名の変更

には評議員会および総会の承認が必要です。

記

日本線虫学会議表紙デザインコンテス ト

学会マークデザインコンテス ト実施要領

1 応 募締め切り

2002年 10月 10日 ,総 会開催までに

大会会場に作品を掲示できること

2.作 品の送付先

日本線虫学会第 10回 大会事務局 (当

日総会開催前に大会会場に持参されても

受け付けます。ただし応募の意志を事前

に大会事務局にお伝え下さい)

〒305o8604

茨城県つくば市観音台 3‐1‐3

農業環境技術研究所 生 物環境安全部

線虫 ,小動物ユニット 荒 城雅昭

3=審 査方法

日本線虫学会第 10回 大会大会会場に

掲示し,大 会期間中大会参加会員による

投票を行い,そ の結果により得票順に優

秀作品数点を選定します。

4,審 査結果の発表および記念品の贈呈

優秀作品は懇親会会場にて発表 し,そ



の制作者には記念品を贈呈します。

5.著 作権の扱い

優秀作品の著作権は日本線虫学会に所

属 します。

日本線虫学会議表紙デザインコンテス ト

応募作品作成要領

1.作 品の大きさ

A4版 (210mm× 297mm)で 作成す る

こと,B4版 の用紙にA4版 の作品を描

くことは差 し支えない。

2.掲 載が必要な情報
・雑誌名

「日本線 虫学会誌」 ,「 Japanese

J側回湖 of NeFlat01o野」の少なくと

も一方,あ るいは他の日本線虫学会

が発行する逐次刊行物としてふさわ

しい名称
,巻号
。発行年月
・学会名

「日本線虫学会」,「 me Japanese

Ncmatological Socie守」の少なくと

も一方

・ISSN 0919‐6765

3 そ の他

学会マークを入れる場所を確保するこ

とが望ましい。なお,裏 表紙には目次

が掲載されます。

日本線虫学会学会マーク

デザインコンテス ト応募作品作成要領

1.作 品の大きさ

A4版 (210n皿×297Hlln)用紙の中央

付近 100HIm×100mm程 度の領域内に措

くこと

2.使 用できる色彩など

原則自由とするが,白 黒コピー後 も差し

支えなく認識できることが望ましい。ま

た 1/4～ 1/5に 縮小しても差 し支えな

く認識できることが望ましい。

3.掲 載が必要な情報

日本線虫学会のマークであることを認識

可能とする文字などの情報

[記 事 ]
東アジアの楽国 :ラオスに 「自然農薬」

の指導で出張しました

中国和年 (有 =ネマテンケン)
二十世紀最後の年、サンデー毎日の6年

目、思いもよらずラオスに短期出張 した

(2～ 3月 と8～ 11月 )。 厚かましくも
「自然農薬」による野菜 ・果樹病害虫防除

の指導という名目であつた。現行の農薬取

締法には自然農薬という項目はないので学

術研究では取 り扱わないのだが、途上国各

地で進行中の農業農村開発プロジェク ト関

係では、これが指導項目の一つとして結構、

幅をきかせているようだ。農薬の過剰利用
への反省もあるのだろう。われわれ線虫防

除の分野で重要な対抗植物も、見方を変え

ればれつきとした 「自然農薬」の一部であ

ると考えてこの出張を引き受けた。

ところで日頃、何か特別の関係をもつ人

を除いてはラオスという国に関心のある日

本人はほとんどいないのではなかろうか。

しかし、ラオスと日本との関係は古く、か

の第二次世界大戦中、日本軍は同国に進駐

(侵略 ?)し たのだった。戦後、両国間の

平和条約はいち早く 1952年 に発効してい

る。これは 1889年 来、フランスの植民地

として虐げられてきた同国の独立 1949年

からわずか3年 後のことである。

ラオスはご承知、内陸国で、ミャンマー、

タイ、カンボジャ、ヴェ トナム、中国に囲

まれ、冬は寒い (1月 にヴィエンチアン県

平地の最低気温は5℃ 前後)。 236,800km2

の国土は日本の約 62%、 国境ともなるメ
コン河の左岸に沿つて南北 1,000kmにのび、

その 80%は 山岳地である。純農業国で、

国上のわずか4%(9,00欲 肝)を 占める耕



地はメコン河およびその支流域の平地に集

中し、米作中心の農業によって 4,605,300

人 (1995)の 人口を支えている。農林業従

事者は人日の 85%、 人口密度は 19人 /
km2、同増加率は 2.6%と いう。

政治は表面上、安定しているが時にテロ

(反政府勢力による)の 情報が流れる。中

国と同じく社会主義体制を堅持 しつつ開放

策と市場経済メカニズムの積極的導入によ

る発展を図つている。生活必需品は豊かで

あり (中国製が多い)、 若者の間で単車が

人気である。水回の耕起や荷運びではかつ

ての水牛に代わつていまやクボタ耕絃機が

主役である。自由経済化につれて最近、地

方と都市部との生活水準の格差、都市部内

でも貧富の差が一段と進み、物盗 り、凶悪

犯罪が特に都市部で増えているという。事

実、筆者の滞在中、日本大使館後援による

危機管理 ・防犯対策の講習会があつた。こ

の状況はしかし、日舎ではまだ考えられな

い。例えば筆者のいたブィエンチャン県の

宿舎ではテーブルに貴重品を置き忘れても

なくなることはなかった。掃除のお手伝い

さんは何 日たつても手さえふれない (紙屑

でさえ !)。 世に数多ある途上国で、数少

ない事例ではなかろうか ?

社会主義体制 とはいえ、国民の 90%は

信心深い仏教徒 (上座部仏教)で 、みな物

静か、そして酒盛 りと踊 りが好きである。

日常生活は各集落や村にあるお寺を中心に

動いている。村の伝統行事は元より、われ

われ外国人の歓送迎会、研修会など、ほと

んどの催 しはお寺の広間が会場となる。毎

朝、日の出前、太鼓の音と共に起き出た寺

の坊さんは数人の小僧を従えて教区内の道

を托鉢にまわる。沿道のあちこちには、盛

装 したご婦人たちが米櫃をたずさえ坊さん

のお通 りを待つている。お布施のためであ

る。
一方、男子は生涯に一度は寺に立てこ

もり3ヶ 月の修行を積むのが伝統だという。

そこへ行くと、 「ナミアムダブツ」を唱え

るだけで足る大乗教のわれ らは何と気楽な

ものか。

さて、」ICAは 日本 ,ラ オス両政府間協

議に基づいて 1995年 11月からラオス国ヴ

ィエンチャン県で農業農村開発プロジェク

トを進めている。筆者は4年 間嘱託を務め

た緑資源公団 (旧農用地整備公固)か らの

派遣であつた。

プロジェク トは農民の生活水準向上と収

入増を図る目的でヴィエンチャン県の中山

間地 5農 村を対象に基盤整備を含む持続可

能な農業農村の総合開発をおこなうもので、

野菜 ・果樹導入と新技術の開発指導が一つ

の柱となっている。ラオス人は野菜、特に

生野菜を好んで食べる。その生産はメコン

河 とその支流域に限られ、雨季 (5～ 10

月)に は生産量が激減するため多くはタイ

からの輸入に頼つている。雨季に野菜が出

来にくいのは、過剰な雨の直接害と河川敷

野菜畑の水没、病害虫の多発生が理由と見

らオしる。

この状況を改善するためプロジェク トで

は、日本の雨よけ栽培法を導入 して大きな

成果をあげつつあるが、同一圃場で各種野

菜 (キャベツ、パクチョイなどアブラナ科、

ネギ類、ペッパー ミン トなど香辛料作物、
レタス、 トマ ト、ナス、キュウリ、スイカ

など)を 連作するため、多くの地上部病害

虫のほか、上壌病害虫の被害が増えている。

線虫屋としては指導項目にはなくとも線

虫問題を不間に付することは出来ないので、

対象 5農 村の畑地を調べたところナガササ

ゲ、ナスなどから不思議にもネコブセンチ

ュウとラセンセンチュウだけが分離された

(舗別十ベルマン法)。 ネコブの圃場検出

率は 20～25%であつた。他方、首都ヴィエ

ンチャン市郊外のメコン河流域河川敷の野

菜畑 7筆 の調査では寄生性線虫は見いだせ

なかったが、同地区の国立園芸試験場の4

野菜試験圃のうち3固 場 (ナス、ナガササ

ゲ、カリフラワー)か らは高密度のネコブ

センチュウが検出された。河)|1敷から寄生

性線虫が出なかつたのは少々、意外であつ

た。

10月 、雨よけキュウリの試験で播種後

lヶ 月ころ全株に萎れと黄化症状が発生し、

3～ 4日 して急性枯死してしまった。非常



に慌てた。地上部にはウリハムシの激 しい

被害が出ていたが枯死に至るほどではなか

つた。さてはネコブセンチュゥ害かと疑つ

たが、根を掘ってみて驚いた。何とハエの

幼虫らしき 2011ml内外のウジ虫がウヨウヨ

と根に食い込んでいるではないか。後でハ

エの成虫も確認 した。どうやら、タネバエ

の 1種 らしい。しかし、文献によると日本
のタネバエは冷涼な環境を好むらしいから

別種であろう。雨季の トマ トは青枯れ病の

ため栽培不可能であつたが、自家考案の簡

便、低コス トの 「竹ビン接ぎ法」で抵抗性

ナス台に接ぐ手法を伝授 し、極めて好評で

あった。フオスでは接ぎ木技術は今まで果

樹類に限られ、野菜類ではなかったという。

雨よけハウスの連作障害には、イネ科作

物やマ リーゴール ドなどとの輪作、小面積

なので吉の焼き土法、完熟堆肥の施用が有

効ではないかと提言 してきた。今後の成果

が待たれる。

最後に、マ リーゴール トといえば、先ず

二浦半島のダイコンのキタネグサレ被害対

策を思い出すが、ラオスではそのような問

題はまだないようである。それでもこの国
の一

番の印象は、農村部のどこへ行つても、

庭先の一角に必ずマ リーゴール ドが植えら

れ、季節を問わず花を咲かせていたこと、

お寺の飾 り、村の催 し、われわれへの歓迎

と送別の会などでは必ずマ リーゴール ドと
バナナの業で編んだ伝統の豪華な花飾 りが

中心に据えられていたことである。

北海道農研畑作研究部 環境制御研究チー

ム紹介

奈良部 孝 (北海道農研)

私の所属する独立行政法人農業技術研究

機構北海道農業研究センター 畑作研究部

環境制御研究チームを紹介 します。

キャンパスの所在地は札幌から東へ約

150km、帯広市の西隣、芽室 (メムロ)町

というところですじ当地は日本有数の畑作

地帯である十勝平野の真ん中にあります。

戸当たり約 30ha規模という広大な畑と、

畑を取 り囲む防風林、どこまでもまっすぐ

延びる道路、その先には壁のように連なる

日高山脈と白い頂の十勝 '大雪連峰が続く、

まるで絵に描いたような景色が目の前に広

がっています。

芽室キャンパスは、札幌市にある本場

(札幌 ドームのすぐ隣)の 一遠隔地部に過

ぎないのですが、作物育種部門か ら、生

産 ・栽培 '環境部門、品質 ・流通 ・加工部

門、および現場ニユズ対応型の総合研究チ
ームまで全部で 10研 究室があり、 「畑輪

作」をキーワー ドにした農業の総合研究所

の雰囲気があります。職員の年齢構成はな

ぜか若く、それ故か、中央から遠 く離れて

いても、活気あふれる研究活動が展開され

ています。

さて、 「環境制御」とい う大層な名前を

戴 く当研究室ですが、 「生態系 (生産環

境)を 活用 した病害虫 ・雑草の総合防除

(制御)」 研究というのが大命題であり、

実際は、病害担当2名 、雑草担当 1名 、微

生物生態担当1名 、線虫担当1名 で構成さ

れる複合チームです。全員が共通テーマ ・

同一ベク トルで研究をしているというわけ

ではなく、各自が自主性を保ちながら必要

に応 じて共有 ・補完 しあう体制が、うまく

機能 しています (今のところは?)。

チーム構成に 「虫害」研究がなく 「線

虫」研究があることを不思議に思 うかもし

れません。
一般に線虫害というと南方ほど

被害が大きい (重要である)と い うイメー

ジがあります。実際、当地で実害のある線

虫は 「キタネグサレセンチュウ」と 「ダイ

ズシス トセンチュウ」の2種 類だけです。

比較的冷涼な気候 と冬季の気温がマイナス

30℃ (!)に もなり表上が凍結するという

厳 しい条件が、他の線虫の進出を許さなか

ったのでしょう。 しかし、この厳 しい条件
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をクリアすれば、競合相手もなく、繁栄が

保証されるわけです。この地域の農業の特

色である畑輪作 (豆類、馬鈴薯、小麦、甜

菜 (てんさい))と 土地利用型野菜 (ダイ

コン、ニンジン、ゴボウ、ナガイモ、スイ
ー トコーンなど)栽 培が、両線虫にとらて

格好の餌となり、彼 らの大繁栄が人間にと

っての実害となり、その対策を行 う線虫研

究がこの地で必要、という図式になつてい

ます。

この繁栄する線虫を抑えるというのはち

ょっと至難の業です。が、先人の研究と努

力で対抗植物 (Antagonistic plants)によつ

て線虫活動をある程度制御できることがわ

かつてきました。この対抗植物、当地十勝

の風土に合つているのか、他で試験したよ

りも効果が高い感 じです。気候や土壌など

の環境との相性がいいのか、土壊環境が単

純だから?雑 草の影響 ?そ もそも対抗植物

の線虫抑制メカニズムは? と 問いかけて

いくと、古いテーマである対抗植物研究も、

興味深い側面が見えてきます。細菌やカビ

を食べる線虫や線虫に寄生するカビも単純

か一土壌微生物相との関連は?と か、線虫

寄主としての雑草の関与は?、 と手を広げ

ると、チーム内で強力なサポー トも得られ

ます。

私の大好きな (?)ネ コブセンチュウの

いない土地ではありますが、研究対象には

事欠かきません。この風景と一体になつて

研究できるという環境も得難いものです。

こんな北海道農業研究センター芽室キャ

ンパスに、会員の皆様も線虫研究の一環と

して、あるいはこの自然風土にふれるだけ

でもかまいませんので、是非お越 しいただ

けたらと思います。いずれ、学会の大会か

エクスカーションとして当地を回ることが

できたらいいですね。

昭和 30年代の線虫検診の成績

後藤 昭 (もと農業研究センター)

昭和 33年 頃から数年にわたつて、農林

省植物防疫課からの補助金を受けて、各県

では、専任の線虫検診員を置き、畑地等の

線虫分布と被害を調査しました。畑地での

調査ほ場数は 1県 あたり数千ほ場に及んで

います。私は、国内におけるネコブセンチ

ュウ、ネグサレセンチュウ、シス トセンチ

ュウ、イシュクセンチュウ、ラセンセンチ

ュウ、ニセフクロセンチュウの分布密度

(検出ほ場率)を 達観するため、全国の県

から調査結果の成績を集めました。それ ら

を、最近まで私蔵 していましたが、この度、

つくばの農業環境技術研究所 。線虫小動物

ユニットヘ寄贈しましたのでお知らせいた

します。資料は、地域の病虫研究会、県農

試刊行の出版物のほか、線虫検診員による

当座の集計を手書きしたものなど、文献の

体をなさないものもありますが、一応私の

ところ集まったった県は次のとお りです。

北海道、青森、秋田、岩手、福島、茨城、

群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、静岡、

宮山、二重、奈良、兵庫、長崎、熊本、鹿

児島です。なお、青森、茨城、千葉、静岡、

兵庫、佐賀、長崎、宮崎、沖縄、の各県の

畑地ににおける前記線虫属の検出ほ場率と、

リンゴ (青森、岩手、群馬)、 ナシ (埼

玉)、 モモ (福島(埼 玉)、 ミカン (静岡、

二重)、 チャ (埼玉、静岡、二重)に おけ

るネグサレセンチュウ属の検出ほ場率につ

いては、拙著 (後藤昭、 1972、 日本線虫

研究会誌、 1、 35-36)に 掲載 したことを

申し添えます。30年 前のことで、現状 と

は合わないかと思いますが、ご参考までに

お知らせ します。



新刊紹介

The Biology of Nematodes,Lee,D.Li ed,

Taylor & Francis inc, London and New

York,2002,pp.635.lSBN O‐ 415‐27211‐4

本書は系統発生、個体発生、微細形態、

行動、代謝、神経、感覚、老化等の線虫学

の基礎分野を網羅 したA4版 の大著である。

中心的主題はバイオロジーであるが、応用

に関する章も若干含まれている (19章 :

生物防除 〔昆虫病原性線虫〕、21章 :動

物寄生性線虫の化学防除等)。 植物保護関

係は 23章 (作物の新規線虫抵抗性への分

子的研究法)に 掲載されている。主に英国

系で占める 33名 の執筆障の中に、石橋信

義本学会初代会長 (第 20章 :昆虫病原性

線虫の行動)、 宮崎医大の名和行文教授、

名古屋市立大医学部の丸山治彦助教授 (第

18章 :線 虫感染の免疫学)が 名を連ねて

いる。第 1章 にはこれまでの常識を覆す線

虫の新 しい高次分類体系が提唱され、必見

の価値がある。これは SSUrDNAの 塩基配

列から分岐学的に構築された系統発生に依

拠 したものである。編者は英国の Lecds大

学名誉教授。価格は£120。国内店頭価格

は約 35,000円であった。 (水久保隆之)

2002年 5月31日

日本線虫学会

ニュース編集小委員会発行

編集責任者 水 久保隆之

(ニュース編集小委員会)

農業技術研究機構

中央農業総合研究センター

虫害防除部線虫書研究室

T305‐8666

茨城県つ くば市観音台3-1-1

TEL i 0298‐38‐8839

FAX: 0298‐ 38‐8837

E‐mail i mttu@affrC.90`jp

[編集後記]

◆お待ち遠様でした。第 10回 大会 (つく

ば)案 内をお届けします。また、北海道

農研畑作センターの機関紹介、ラオスに

滞在された中園和年さんの国際貢献経験

を掲載 しました。今号の巻頭言は休みま

した。一戸稔線虫研究会元会長の国際文

化名誉賞受賞を後輩として慶び、励みに

したいものです。本年の第 4回 国際線虫

学会議は6年 毎に開催される線虫学の重

要なイベン トです。本学会から 10名 以

上の会員が参加 します。27号 にこの会

議の模様も紹介したいと思います。

(水久保隆之)

◆約半年ぶ りのニュースです。26号 の発

行が遅くなったことお詫びします。今年

は第 4回 国際線虫学会、韓 日ワール ドカ

ップ、日本線虫学会第 10回 記念大会、

来年は韓日合同応用動物昆虫学会と国際

的な行事が続きます。第 10回 大会はエ

クスカーションが無い代わりに特別講演

や線虫学会としては2回 目の一般公開シ

ンポジウムが企画され、国際的 (?)な

大会になる予定です。皆様の積極的な参

加をお願いします。  (吉 田睦浩)

日本線虫学会ニュース第26号

ニュース編集小委員会

水久保隆之 (中央農研)

吉田 睦 浩 (農環研)

入会 申し込み等学会に関す るお問い合わせ

は、学会事務局 :農 業技術研究機構九州沖縄

農業研究センター線虫制御研究室まで

〒861‐119 2

熊本県本県菊池郡西合志町須屋 2421

TEL i 096‐242‐7734

Fぷ :096-249-1002

E―mall:
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2002年 日本線虫学会第 10回 大会会場及び周辺ホテルの案内図
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